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■
７
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
熱
演

　
11
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
、

日
本
か
ら
は
小
室
等
、
森
山
良
子
、

D
‐
51
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
の
２

人
が
対
馬
出
身
者
の
H
i
‐
C
L

A
S
S
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の

ペ
ッ
プ
サ
ン
ズ
の
計
５
組
、
韓
国

か
ら
は
Ｗ
（
ダ
ブ
リ
ュ
ー
）
、
ラ

ブ
ホ
リ
ッ
ク
の
実
力
派
バ
ン
ド
２

組
が
出
演
。
海
を
バ
ッ
ク
に
設
け

ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら
は
日

本
語
、
韓
国
語
の
歌
声
が
心
地
よ

く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

■
過
去
最
高
の
観
客
で
賑
わ
う�

　
開
場
は
午
後
３
時
40
分
。
受
付

に
は
開
場
の
前
か
ら
お
客
さ
ん
が

数
多
く
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
は
、
夏
の
日
差
し
が
残

る
午
後
４
時
、
ペ
ッ
プ
サ
ン
ズ
の

演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
日
が
落

ち
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
て
ゆ
く
に

連
れ
て
観
客
も
増
え
、
最
終
的
に

は
過
去
最
高
と
な
る
２
２
０
０
人

が
来
場
。
芝
生
広
場
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

■
盛
り
上
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
舞

台
の
中
で
も
若
者
に
人
気
の
D
‐

51
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
ノ
リ
の

良
い
リ
ズ
ム
の
歌
に
合
わ
せ
観
客

が
総
立
ち
に
な
っ
て
声
援
を
送
る

な
ど
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
音
楽
祭
初
出
場
の
森
山

良
子
さ
ん
は
、
「
涙
そ
う
そ
う
」

「
さ
と
う
き
び
畑
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
持
ち
前
の
歌
唱
力
で
歌
い

上
げ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
は
出
演
者
全

員
で
、
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
で
生
ま
れ

た
「
ち
ん
ぐ
ソ
ン
グ
」
を
観
客
と

一
緒
に
合
唱
。
会
場
が
一
体
感
に

包
ま
れ
な
が
ら
音
楽
祭
の
最
後
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

世
界
の
共
通
言
語
で
あ
る
音
楽
を
通
し
て
日
韓
両
国
の
友
好
を
深
め
よ
う
と
、
毎
年
８
月
下
旬
に
開
か
れ

て
い
る
「
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
」
が
、
今
年
も
８
月
26
日
、
美
津
島
町
の
対
馬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
広

場
で
開
催
さ
れ
、
日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
華
や
か
な
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

会場には多くの観客が詰めかけました�

ステージの最初を飾ったペップサンズ�

対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
　
２
０
０
６�

　
日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
競
演
に
熱
気
。
過
去
最
高
の
２
２
０
０
人
が
来
場
！�

�

音楽祭の最後をかざったアーティスト全員によるセッション�

観客と一緒に『ちんぐソング』を歌い盛り上がりました。�
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小室等さん　音楽祭には初回から出演し、もは
や欠かせない存在。「国同士が仲良くできる可
能性を対馬がこのコンサートを通して行ってい
ることに敬意を持っている。対馬のみなさんあ
りがとう」と話していました。�

森
山
良
子
さ
ん
　
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
こ
の
広

い
野
原
い
っ
ぱ
い
」
を
は
じ
め
ヒ
ッ
ト
曲

を
熱
唱
。
対
馬
は
涼
し
い
で
す
ね
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
小
室
さ
ん
と
は
ア
マ
チ
ュ

ア
時
代
か
ら
の
お
友
達
だ
そ
う
で
す
。�

ラ
ブ
ホ
リ
ッ
ク
　
音
楽
祭
に
は
２
回
目
の

出
演
。
「
海
外
公
演
だ
と
緊
張
す
る
が
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
歌
え
た
。
１
回
だ
け
で

は
さ
み
し
い
の
で
１
日
２
回
公
演
に
し
て

は
」
と
提
案
。�

D-51　TVドラマの主題歌になった「NO MORE CRY」
等を披露。観客も総立ちで声援。沖縄出身の２人は、
「対馬はすごく沖縄に似ていてびっくりした。初めて来
た感じがしない」と感激の様子でした。�

Hi－CLASS　メンバーの糸瀬隆一さんと宮原清竹さん
は、共に上対馬町出身で上対馬高校の卒業生。�
　初めての出演となったちんぐ音楽祭の舞台で「帰っ
てこれて嬉しい。この音楽祭に出られたことが今でき
る最高の親孝行。さらにでっかくなって帰ってきま
す」と宣言しました。地元出身アーティストの今後の
活躍に期待し、みんなで応援しましょう！�

Hi-CLASS　メンバー紹介（左から）
「慎典」こと宮原慎典さん（ドラム）、「清竹」こと
宮原清竹さん（ボーカル＆ギター）、「ゆーじ」こと
中村祐司さん（ベース）、リーダーで「マッチョ」こ
と糸瀬隆一さん（ギター）

Ｗ
（
ダ
ブ
リ
ュ
ー
）
　
韓
国
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
。
音
楽

祭
初
参
加
。
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。�

Hi-CLASS プロフィール�
　99年東京で結成。2000年現在のメンバーになり2004
年より活動の拠点を横浜に移し初ワンマンライブを12月
に成功させ、横浜インディーズ会で頭角を表す。�
　今年4月、自身初のマキシシングル「赤い金魚」を発表
し初の全国ツアーを成功させる。　11月には初のホール
コンサートを横浜市の鶴見会館にて行う予定。今最も横浜
インディーズシーンで期待されるアーティスト。�

きよたけ

きよたけ

きよたけみつのり みつのり
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一日救急隊長として活躍した�
井野貴之さん�

けが人の救助を行う救急隊員�

　
９
月
12
日
、
救
急
医
療
週
間

（
９
月
６
〜
12
日
）
に
合
わ
せ
救

急
業
務
の
実
態
と
救
急
医
療
へ
の

感
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
対
馬

市
消
防
本
部
が
、
救
急
車
の
模
擬

救
急
出
場
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
一
日
救
急
隊
長
と
し

て
鈴
木
石
油
（
株
）
の
井
野
貴
之

さ
ん
（
41
歳
）
が
、
救
急
隊
員
と

一
緒
に
救
急
車
に
乗
り
込
み
、
け

が
人
の
救
出
、
病
院
へ
の
搬
送
な

ど
救
急
業
務
を
体
験
。
ま
た
、
消

防
署
に
職
場
体
験
学
習
に
き
て
い

た
諫
早
養
護
学
校
高
等
部
２
年
の

初
村
利
己
さ
ん
（
17
歳
・
厳
原
町

久
根
田
舎
出
身
）
が
一
日
指
令
室

長
と
し
て
救
急
車
や
病
院
と
の
通

信
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
井
野
さ
ん
は
「
貴
重
な
体
験
を

し
て
非
常
に
為
に
な
り
ま
し
た
。

色
ん
な
人
に
経
験
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
増
え
る
救
急
出
場
件
数

　
平
成
17
年
中
、
対
馬
市
の
救
急

出
場
件
数
は
１
４
９
１
件
（
前
年

比
72
件
増
）
で
、
一
日
平
均
約
４

件
で
す
。

　
搬
送
人
員
は
１
３
７
２
人
（
前

年
比
96
人
増
）
で
、
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
57

・
４
％
で
し
た
。

　
事
故
種
別
で
は
全
搬
送
人
員
の

69
％
が
「
急
病
」
で
、
う
ち
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
58
・
１

％
で
し
た
。

　
し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の

先
導
役
を
育
成
し
、
観
光
分
野
の

活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
目
的
と

し
た
平
成
18
年
度
対
馬
地
区
「
し

ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
」
が
９
月

２
日
、
美
津
島
文
化
会
館
で
開
校

し
、
市
内
か
ら
39
名
の
受
講
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
県
下
の
離

島
、
県
、
県
観
光
連
盟
等
で
構
成

す
る
「
な
が
さ
き
『
し
ま
自
慢
』

観
光
人
材
育
成
協
議
会
」
が
主
催

し
た
も
の
で
受
講
料
は
無
料
。
内

閣
総
理
大
臣
認
定
の
「
地
域
再
生

計
画
」
３
ヶ
年
事
業
と
し
て
昨
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
活
躍
す
る
観
光
の
プ

ロ
を
講
師
に
招
き
、
観
光
ガ
イ
ド
、

商
品
開
発
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の

４
分
野
で
講
座
や
実
践
訓
練
が
行

わ
れ
、
計
７
〜
８
回
の
受
講
後
に

は
県
認
定
の
修
了
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
第
１

回
目
の
講
座
に
は
、
田
舎
に
生
き

る
人
々
の
暮
ら
し
を
情
報
発
信
し

て
い
る
雑
誌
「
九
州
の
ム
ラ
」
編

集
長
の
養
父
信
夫
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
体
験
型
観
光
を
利
用
し
た

地
域
活
性
化
の
方
法
に
つ
い
て
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
養
父
さ
ん
は
、「
現

在
は
、
都
市
住
民
が
豊
か
な
自
然

や
美
し
い
景
観
を
求
め
て
田
舎
の

村
を
訪
れ
、
交
流
や
体
験
を
通
し

て
余
暇
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
需
要
が
増
え
て
き
て
い

る
。
地
域
の
風
景
や
風
習
、
歴
史
、

人
が
観
光
客
を
呼
び
込
む
資
源
に

な
る
」
と
説
明
。
そ
し
て
、
「
対

馬
で
も
や
る
気
の
あ
る
人
達
で
組

織
を
作
り
、
体
験
型
観
光
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
第
２
回
目

の
講
座
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

ま
だ
す
ネ
ッ
ト
」
事
務
局
長
の
相

良
淳
郎
さ
ん
が
講
演
。
島
原
半
島

で
農
林
漁
業
体
験
を
観
光
に
結
び

つ
け
、
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
い
る
実
体
験
を
話

し
、
受
講
生
達
は
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
教
頭
先
生
に
す
す
め
ら
れ
て
参

加
し
た
と
い
う
豊
玉
高
校
３
年
生

御
手
洗
京
祐
く
ん
（
18
歳:

豊
玉

町
糸
瀬
）
は
、
「
将
来
は
対
馬
で

観
光
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で

学
ん
だ
事
を
今
後
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
レ
ッ
ジ
は
12
月
ま
で
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。

し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の
プ
ロ
を
育
成�

　
　
　
　
　
　
　
―
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校
―�

�
一
日
救
急
隊
長
・
指
令
室
長
を
委
嘱
し�

模
擬
救
急
出
場
訓
練
　 

対
馬
市
消
防
本
部�

し
ま
の
活
性
化
を
担
う
観
光
の
プ
ロ
を
育
成�

　
　
　
　
　
　
　
―
し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校
―�

�

講義を行う養父信夫さん�

真剣な表情で講義に耳を傾ける受講生たち�

よう  ふ   

よ
う

ふ

■
変
化
し
て
い
る
観
光
形
態�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
増
加�

�


